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集え一之－1園　側夜Fl．1劫におけtる鼻糞の光一光合成曲線

辻　●：主星劣1凄　○：ま峯第2隻　▲：主峯第3頚

△：主を第年東　■：土毛第古巣

▼：側衣裳1隻

ヽ一世什
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第2－2－ヱ図　例及RLZ瀬に糾ナる阜蛍の光一光合成曲線′

謹’，・：主星東1東　○：圭を第2菓　▲：主を鼻3集

△：主茎第与東　■せ呈弟強▼

▼：利親削集　∇雄爛虜泉
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第2－2－3同　僚放たⅠ．3軌こおける烏黄の光事」乳合成曲線

逮　●：主軸汀乳　○：士毒素Z東　▲：土隻第3東

△：主峯寅年東　■：土茎第手集

▼：側及第1貴　∇二億叔弟之東　◆：側衣裳3貴
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第之一之一斗図　集の発育段楷写小こみた飽か兇下のみかけの脚通産

連　立：圭を集も蘇す。側：㈲搬集も示す。溺韓は菓仕も示す。



寮

麓Z－3－1国　鳥発音農作の側夜におけるみかけの光倉最

速、　●：利札R工．1　▲；側及巳Ⅰ．之　｛：胤放たⅠ．3
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第1碩

第乙－6－1固　三郎長房開融会期にふけろ粗物体布状賂



紆

紅之‾施譜書芸綬旨舘野
第1韓榔放P．工．

考量　食止　1　　2　　3

索1隻　99

貴之東100

土星　第3え　99

劣斗曳　90

纂古史　36

98　　　100

100　　　　99

95　　　　94

97　　　　81

51　　　　51

第1隻　46　　48　　98

第1帝脾胤盤1東　　　48　　粥

如東　　　一　之3

第1度　56

第之翻り及鼻乙東

第3東

61　　　　83

61　　　　71

－　　　　35

廃嫡側及射漫　36　37　32

劣碩側及者揉　37　　45　　29

境J葡刺及射隻　34　　28　　31

入射祖の照度（klメー）87　　87　　84



門

鼻之一之一之友

詰責照琵違
面嶺及び、嵐の分
における主巷各
（川手COユ／h卜）

弘之

事虻　讐崇斬　剰禁誓書　讐慧…鶉

真峯劣1東

主星第Z隻

生姜第5泉

主星第年東

主を第古史

小　弟

57．31（21．9）

85．15（32．6）

69．97（26．8）

30．03（11．5）

18．50（7．1）

260．96（99．9）

103．57（27．8）

101．84（27．4）

94．69（25．5）

30．45（8．2）

8．62（2．3）

339．17（91．2）

140．96（27．2）

110．58（21．3）

68．40（13．2）

31．44（6．1）

8．59（1．7）

359．97（69．3）

第1韓領域招集　0．07（0．03）15．的（4．2）　89．09（17．2）

第え軍側板倉東　0・05（0・02）17・04（4・6）61・78（11・9）

轟3糾則混食象　0・02（0・01）　0・23（0・06）　7・86（1・5）

第年和則叔全集　0　（0）　0　（0）　0・43（0・08）

小　宅†　　0・14（0・1）　32・87（8・8）159・16（30・7）

斬　　　261・10（100）372・04（100）519・13し100）

謹．（）内はト個体紬寺に紆する新奇（％）
●●
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寛之一之弓表　名蔀仕の曳物憂（ま）の推招

巌　物　垂

傭戯乱潮岬政江謝城取RI．瑚

泉　物を　増　減
頼
　
朝

l
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l
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l

一

　

　

　

　

l

一

一

星

　

　

口

久

一
一
．
1
　
　
　
1
爪
」

側嵐P、Ⅰ．之朝
；

側夜P．王．3朝

主茎茎車1．278　2．614　3．563　＋1．336（21．5）＋0．949（1′0．3）

幕1見易　0．367　0．708　0．867　＋0．341（5．5）＋0．159（1．7）

紘　　0．1791．645　2．345　＋0．926（14．9）＋0．700（7．6）

主星第1集

まを廣之巣

主茎第3覚

え茎弟牛喪

主呈劣∫東

え茎東小針

1．021　2．174　3．665　＋1．153（18．5）

1．815　2．599　3．374　＋0．784（12．6）

1．464　1．870　2．302　＋0．406（6．5）

0．804　1．030〆1．160　＋0．226（3．6）

0．559　0．527　0．584　－0．032卜0．5）

5．663　8．20011．085　＋2．537（40．7）

＋1．491（16．1）

＋0．775（8．4）

＋0．432（4．7）

＋OJ130（1．4）

＋0．057（0．6）

＋2．885（31．2）

第1帝刺及0．058　0．565　3．364　＋0．507（8．2）＋2．799（30．2）

克之韓腺汲0．032　0．563　2．053　＋0．531（8．5）＋1．490（エ6．1）

轟う韓領収0．007　0．042　0．296　＋0．035（0．6）＋0．254（2．7）

凍牛帝側級0．000　0．004　0．023　＋0．004（0．1）＋0．019（0．2）

側及，ト割　0．0971．174　5．736　＋1．077（17．4）＋4．562（49．2）

終軒　7・58414・341・23・596・6・・217（100）＋9・255（100）

謹．（）和ま相接舟軒萱に舛する融合（％）
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第2－j－1泉　慈恵退避にかナう刺及の巌物凄の如し（土5．g．）

刺頼・合雷禦　如欝隻　聖欝蒜皇
p．工．1　　　0．16＋0．020　　　0．06＋0．005　　　36．9十1．46

p．工．2　　　0．53＋0．027　　　0．29＋0．016　　　55．5＋1．70

p．工．3　　　2．06＋0．251　　1．38＋0．181　　　66．8＋0。97



経机友　翠票艶こ紺旺峯韻また肇斗細及に楓た

咋C　侠・阜

横与嘲円　　　　　貨1東

御配l・）卦烙呼止★RTC★★RSAや☆

鋤　」他　者1針嘩
RTC RSA RTC RSA RTC RSA

MS　　　14．9　0．41

1工一

R

 

B

 

B

P

　

⊥

　

つ

‘

T．R．★★

0．6　0．06

0．4　　0．03

1．5　　0．06

59．2　5．94

22．6　7．84

0．9　　0．31

43亀

8．8　0．27　28．5　0．80　51．2

2．0　　0．35

1．1　0．10

0．6　　0．02

62．8　　5．90

11．3　3．52

13．5　7．68

59亀

5．0　1．14　13．1

1．0　0．10　11．4

－　　　－　　　　2．8

5．2　0．14　　4．2

33．3　4．73　10．4

8

　

0

　

6

　

0

　

3

　

5

5

　

9

　

6

　

2

　

2

　

5

●

　

　

　

　

●

　

　

　

　

●

　

　

　

　

●

　

　

　

　

●

　

　

　

　

●

⊥

　

0

　

0

　

0

　

0

　

⊥

17．9　　8．20　　　－　　　－

9．3　4．35　　6．8　　2．86

59亀　　　　　　　38篭

MS

l工

2エ

3も

もも

PR

IB

2B

17．0　　0．57

4．3　　0．33

0．7　　0．05

0．4　　0．04

49．0　　3．78

25．7　3．98

3．0　　0．42

48亀

24．3　　0．76

2．0　　0．17

8．8　　0．57

2．5　　0．26

33．3　　2．67

16．3　　2．21

12．8　　8．25

33篭

64．6　1．95

2．0　　0．16

1．2　0．07

1．9　　0．02

15．0　1．18

11．0　1．72

4．3　　2．56

58篭

25．3　　0．78

11．0　1．66

10．8　　0．79

3．3　　0．23

5．1　0．45

20．8　1．66

23。7　3．85

14亀

3

那
m
 
m
〓
九
　
m
陀
R
適
地

T．R．

2．3　0．08

2．4　0．23

0．9　　0．08

0．4　　0．03

73．8　　4．28

19．8　1．77

0．6　0．14

57篭

29．7　1．00

3．3　　0．24

4．6　　0．44

2．0　　0．17

40．5　　2．57

9．2　0．63

12．4　　2．22

46篭

36．0　1．29

2．7　　0．30

1．0　0．12

7．8－　0●．4ち

36．4　2．19

11．5　0．96

4．6　0．40

59宅

26．9　0．90

3．1　0．30

1．9　　0．18

1．3　　0．15

4ご6　0．32

42．0　　2．35

20．3　3．11

13宅

謹．貴　社S…　王墓巷都1エ；土巷第1製　2エ：土釜和泉　3乙；土を第3東

もエ：出鼻煉郎pR：射泉尾〔土も泉鼻）1B；射闇側札
2B：審硝催促

…　本丸∬へ〇一㌢参照
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埠ユー∫」泉　礎湾過経に和†引椚粗与tは劣1某透
へ転がる兇合成直物の呈薙朝地考l刺

合し鵠）　　　　　′

慧　剋脇　息産物　刺のの離縁階
直感増組　横線和瓦p・工・1　P・工・2　　P・工・3

主星嬉し曳　23．2　　　31．3　　14・8

弟　も隻弟乙東23．9　13・4　　4・3

1　主妄賂3曳30・9　14・9　　4・3

帝　‾主星弟隼集13・8　　4・7　　千・0

勅　土星轟∫東　8・0　　1・4　　0・6

枚　務1帝槻及、0・2　　　32・9　　　72・4

集まや側役　0・0　　1・4　　1・5

劣
ユ
軍
側
札

土星第1東　1．7

主を易2度　50．1

主茎鼻j鼻　28・2

主養募條12・6

上皇轟∫曳　7．2

廉1帝促一風　0．0

孝之桝一風　0・2

6．1　　　　　　0．7

17．7　　　　　　9．5

9．8　　　　　　2．8

3．0　　　　　1．3

0．9　　　　　　0．4

2．1　　　　　3．5

60．4　　　　　81．6

劣
l
　
泉
　
′
虜

生島第ノ曳　29・8

左巻第ヱ盈　45．5

主巷鼻j曳19．7

主鼻弟使　8・8

土星劣凍　声・1

鼻佃併及　0・0

第ユ申伊晩　0・0

50．6　　　　　53．2

23．3　　　　18．5

17．2　　　　13．2

5．5　　　　　　6．1

1．5　　　　　1．7

0．9　　　　　4．4

0．1　　　　　3．0



ノ碑

第Z一8－1友　纏または射花序冷まが‖九卿放り　勉則及範％）こ
軋ぽす長瑠

鬼窪㌔
仁放射及帝枕押

1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　　5　　　　　　6

A

B

C

D

F

G

100　　　　　100

100　　　　　100

100　　　　　100

100　　　　　100

100　　　　　100

100　　　　　100

62．5　　　　　0　　　　　　　0

85．7　　　　28．6　　　　　0

62．5　　　　12．5　　　　　0　　　　　12．5

50．0　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0

85．7　　　　14．3　　　　　0

0　　　　　　　0　　t了　　　　0

漣．　＃　方丈郎ヤージー券諷
翳キ　本丸柏へ〇一シl孝照

も婁水　本史如ヾ－シ、参照



ノ∂∫

第2十ヱ泉　誉鮎誓驚競よ豊是警告離澱（勧糊

触手　も隻 ⊥

圧
帝複

l鄭jH
J汲

■

■

■

一

t

t

つ
ー

中

が
3

止lこよう度数の鼻異

2－1　　　2－3　　　1－3

A　　　　　5．4

＋0．26

B　　　　　5．7

＋0．41

C　　　　　5．3

＋0．37

D　　　　　4．9

十0．35

E　　　　　5．1

＋0．35

F　　　　　5．0

＋0．22

G　　　　　5．1

＋0．23

4．6

＋0．26
－　－

4．1

＋0．26

3

6
　
9

●

　

　

　

●

6
　
0＋

■
3

6
　
5

●

　

　

　

●

5
　
0十

一
8

0
3

●

　

　

　

●

1
少

2

7
4

●

　

　

　

●

0
少

つ
ー

0
　
5

●

　

　

　

●

6
朝
一6

9
4

●
　
　
　
●

4
両
一

4．5　　　　5．8

＋0．42　　＋0．70 6

0
0
　
6

●
　
　
　
●

′

0

　

0＋
一

5

3
　
4

●

　

　

　

●

⊥
0

＋
一

4．8　　　　5．4　　　　5．8　　　　0．6

＋0．37　　＋0．32　　＋0．48　　＋0．26

4．0　　　　4．9　　　　6．2　　　　0．9

＋0．44　　＋0．34　　＋0．54　　＋0．26

4．8　　　　5．5　　　　7．8　　　　0．8

＋0．16　　十0．42　　＋0．63　　＋0．31

－2．0　　　－2．4

＋0．71　　＋0．81

－1．2　　　－2．0

＋0．75　　＋0．58

－1．4　　　－2．8

＋0．51　　＋0．49

－0．3　　　－1．5

＋0．25　　＋0．58

－1．5　　　－2．3

＋0．34　　＋0．33

－2．8　　　－3．0

＋0．25　　＋0．41

注，　串　本丈錘へ〇一デ冷風

揚♯　　本丸帥ヤーシい卑思

枠本　同一欄体上の牌収lこ釦汚幹也閉り鼻翼吾平努した。
，l■



ノク占

鮎‾＝友讐錆遇l鵠誤笠禦枚植毛速醜紆

生長速度確教霹

英理邑よ　　　　　　／次劇後事他線
1　　　　　　　　　　　　2

A 0．3287

＋0．00908

0．3870

＋0．01067

0．3429

＋0．00849

0．3281

＋0．00940

0．4085

＋0．00553

0．3747

＋0．00710

0．2822

＋0．01014

0．3353

＋0．01145

0．2828

＋0．00756

0．3426

＋0．00617

0．3594

＋0．00475

0．3433

＋0．00790

0．2705

＋0．02166

0．2017

＋0．02135

0．2285

＋0．01824

0．2041

＋0．01698

0．2906

＋0．00636

0．2128

＋0．02209

蓬、★　秀丸拍ヤーデ、今だ、

封ネ　オ丸印ページ、参照

●i′



／87

第2‾報濁ま禦禦幣が周到顔終巻長に邑ぼて

鬼理邑＃

i放射及最終峯長　　脚及徳イ立にようをを成果舶

l　次側

2－1　　　　2－3　　　　1－3

A　　　　　321

＋14．8

B　　　　　293

＋24．9

C　　　　　294

＋26．6

D　　　　　310

＋13．5

F　　　　　353

369　　　　　304

＋26．1　　＋105．3

376　　　　　341

48　　　　　　65　　　　　17

＋15．5　　＋110．8　．■＋104．8

82　　　　　　34　　　　　－48

＋38．0　　　＋63．5　　　＋31．2　　　＋67．9　　　＋78．8

392　　　　　344　　　　　　98　　　　　　48　　　　　－50

＋51．7　　　＋97．2　　　＋31．6　　　＋94．3　　　＋89．8

363　　　　　202

＋24．7　　　＋76．6

428　　　　　384

52　　　　　161　　　　109

＋29．6　　　＋57．4　　　＋81．8

75　　　　　　43　　　　　岬32

＋29．9　　　＋26．0　　　＋84．4　　　＋22．4　　　＋73．9　　　＋74．2

G　　　　　374

＋14．5

474　　　　　260

＋29．1　　　＋99．1

104　　　　　215　　　　114

＋28．0　　＋107．0　　　＋91．7

注．　半本丈柏へ○弓l参照

蒼＃　方丈舶ページ各線

か尊慮　覇一欄体上の戒Ij枚にあけう帝位間の農具も乎均した。



ノ相

第2－6－∫泉　夢寛または第I花房除去が日且融及（瀬勧削及のみ）の
平均諒解息に軋ぼす長輝（抽佃土S・且．）

処理区＃

平均前斬長　　　潮及酎かこよる帝級の磨演附

J汲廟故事仕紳

2　　　　　　　3　　　　　　2－1 2－3　　　　1－3

70．1　　　　67．6　　　　69．2　　　　－2．6

＋3．55　　　＋4．73　　＋11．42　　　＋2．30

71．7　　　　77．9　　　　67．3　　　　　6．1

＋5．57　　　＋4．21　　　＋8．68　　　＋2．34

67．0　　　　68．2　　　　78．2　　　　1．2

＋5．93　　　＋4．44　　　＋4．93　　　＋3．08

67．5　　　　68．0　　　　67．5　　　　　0．5

＋4．59　　　＋●3．49　　　＋3．60　　　＋3．44

92．8　　　　89．2　　　　74．5　　　　－3．7

＋8．88　　　＋4．78　1＋11．95　　　＋5．74

4．4　　　　　4．8

＋9．90　　　＋9．45

9．0　　，2．2
＋5．22　　　＋5．29

－4．5　　　　－1．5

＋2．41　　　＋3．39

7．6　　　　　2．エ

＋6．27　　＋12．33

16．2　　　　24．2

＋10．70　　　＋6．82

79．2　　　　87．1　　　　58．5　　　　　7．9　　　　28．7　　　　22．4

＋3．24　　　＋2．19　　＋12．47　　　＋3．12　　＋14．76　　＋12．98

謹．　東　風欠伸へ〇一ジ奉漁

羊半　本史如ページ参照、

手相　！訃一線体上り線・l楓に詣けう箪イ蛸の鼻異を乎均した。



／♂ヂ

紅吊軋悪罵姦誓碧雲票が‖搬鴫寛乾物宴に乳

＝畑針枚を貴乾物皇

足摺邑キ　　／射糾及紡他

脚及郵立によう乾物か鼻粟坤

1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　2－1　　　　2－3　　　　1－3

A　　　　　36．0

＋2．53

B　　　　　27．1

＋2．53

C　　　　　28．1

＋3．43

D　　　　　30．4

＋3．59

ア　　　　　33．1

＋3．39

G　　　　　42．6

＋4．16

37．9

＋4．53

33．9

＋5．67

31．5

＋5．20

34．3

＋5．32

35．0

＋2．41

42．9

＋5．19

15．8　　　　　2．0

＋6．42　　　＋3．92

17．5　　　　　6．8

＋4．59　　　＋4．73

24．4　　　　　3．4

＋8．08　　　＋4．03

9．2　　　　　3．8

＋3．68　　　＋5．96

18．4　　　　　2．1

＋6．02　　　＋3．82

15．5　　　　　0．2

＋7．61　　　＋5．73

22．1　　　　20．0

＋7．98　　　＋6．17

16．5　　　　　9．7

＋4．14　　　＋4．58

7．1　　　　　3．7

＋8．18　　　＋7．47

25．1　　　　21．3

十5．00　　　＋6．59

16．6　　　　エ4．4

＋6．01　　　＋7．04

27．4　　　　26．9

＋9．77　　　＋8．55

注．　井　本丈鉢守一ジ参照

キ半　本も如ヤーシいみ洛

諷キ＊　覇一線体上の嘲夜Jこあける掛立覇の鼻異招均した。



／／∂

第えー6－7友　努東または第日邑易除左が／廻旦肢巷曳1帝掌り平均乾

物釦有如側線のみ）に削ぎ手酌瑠　用土∫・A・）

書庫掌り乾物皇

英凝区芳 JJえイ則 及帝扱
牌像帝他こ£ま艶物か岩泉船

2－1　　　　　2－3 1－3

A　　　　　　7．9

＋0．62

B　　　　　　6．6

＋0．62

C　　　　　　6．3

＋0．・58

D　　　　　　6．5

＋01．70

F　　　　　　8．4

＋0．53
1

6．8　　　　　3．6

＋0．69　　　＋0．87
■‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‾

6．9　　　　　3．6

＋0．61　　　＋0．93

5．4　　　　　5．5

＋0．52～　　　＋0．79

6．4　　　　　3．1

＋0．82　　　＋0．22

7．4　　　　　3．4

＋0．68　　　＋0．82

G　　　　　8．9　　　　　7．6　　　　　3．6

＋0．69　　　＋0．39　　　＋1．30

1．0　　　　　3．7

＋0．44　　　＋1．16

0．2　　　　　3．2

＋0．64　　　＋0．26
＿＿＿」

－0・9　　　0・も
＋0．59　　　＋0．99

－0．1　　　　　3J6

＋0．88　　　＋0．97

－1．1　　　　　4．2

＋0．56　　　＋1．17

－1．2　　　　　3．3

＋0．80　　　＋0．92

4．8

＋0．91

3．2

＋0．93

1．4

＋0．52

2．8

＋0．94

5．0

＋1．04

5．2

＋1．80

産．　身　本丸拍ヤーソ多照

…　　本丸恒へ〇一デ孝漁

柑発　　向一欄体上の像版、に釦丁急和瓦斬適展喜平均した。



ノ／／

第2－レ訝泉　労貴意たは第巨粗景瞭豪が恍酬花山第2鼻房乾物愛

に臥ぼ、「韓甥（富土g・且・）

鼻ユ乳房鹿物童

兇理邑ヰ　　J二円削及蹄伎辣

1　　　　　　　2

34．1　　　　25．3

＋3．86　　　＋2．94

30．1　　　　33．0

＋2．06　　　＋4．59

20．9　　　　16．7

＋2．77　　　＋2．86

23．9　　　　28．2

＋3．44　　　＋3．80

33．0　　　　29．9

＋3．74　　　＋2．69

34．5　　　　27．8

＋4．42　　　＋3．42

榔枚帝住によ引払物か凰農耕

3　　　　　2－1　　　　2－3　　　1－3

5．5　　　　－8．8

＋2．47　　　＋4．51

10．2　　　　　2．9

＋3．75　　　＋2．92

10．6　　　　－3．7

＋3．75　　　＋2．59

2．3　　　　　3．6

＋1．03　　　＋5．96

8．6　　　　－3．1

＋2．35　　　＋2．13

2．8　　　　－6．8

＋1．75　　　＋2．98

19．8　　　　28．6

＋5．93　　　＋7．36

22．9　　　　20．0

＋3．92　　　＋3．55

6．2　　　　10．3

＋2．84　　　＋3．21

25．9　　　　22．3

＋3．75　　　＋4こ69

21．4　　　　24二5

＋4．11　　　＋5．29′

24．9　　　　31．7

＋3．45　　－＋4．54

倉　　井　本丸路へ。－シ、l今照

綿　本丸錘へ〇一㌢命で玖

製綿　嘲可動触棚鳳て釦丁ろ卸立間の足長も乎均した。

．一▲

→



／ノブ

第乙一ら一？泉　蓼射たは舞i花房除去抑則及合乾物垂に釘訂す釣竿

（㌢±∫・A・）

脚粗食乾物阜

勉援邑よ

榔及酎立lこよ5乾物釦鼻翼舶

3　　　　　2－1　　　　2－3　　　　1－3

A 227．6　　　166．2

＋15．63　　＋22．16

168．9　　　161．9

＋22．65　　＋14．69

176．8　　　131．7

＋21．95　　＋22．11

151．2　　　161．7

＋19．93　　＋23．78

202．4　　　189．9

＋15．44　　＋13．39

40．4　　　－65．1　　125．3　　186．7

＋16．67　　＋23．85　　＋20．64　　＋12．75

49．5　　　　－7．0　　　112．4　　119．5

＋18．68　　＋33・．94　　＋12．88　　＋33．77

64．1　　－45．1　　　67．▲6　　　113．0

＋21．34　　＋26．28　　＋27．62　　＋21．60

24．8　　　10．6　　　136．9　　　126．4

＋9．58　　＋24．11　　＋25．32　　＋25．60

46．4　　　－12．5　　　143．5　　　156．0

＋16．10　　＋22．98　　＋23．12　　＋24．51

256．9　　　178．6　　　　28．7　　　－78．3　　　150．0　　　228．2

＋30．70　　＋13．02　　＋15．01　　＋28．80　　＋19．35　　＋86．72

注．　キ　本丸紬へb－ジ穿照、

＃＃　本丸軸へ○岬デ浄書、

帰寮　紅欄捧上欄吼こ射月掛車碑の羞具と平均‖三，



／／j

第ユー打線　蓼東または榔昇降泉が射見易め孝艶に臥ぼ確り響
坪巧隠士言．A．）

魂孝リ　見高射　首線　璃ケ毒　鼻唐音　胚鱒ぎ

徳子臥　施与教　　け）　α）　げ）　（％）

A　　　　14．7

＋2．O

B　　　　15．0

土3・O

C　　　　12．0

＋2．2

D　　　・ユ8．4
・＋2．9

E　　　　39．8

土6・5

G　　　　16．4

＋2．0

2．9　　　43．3

＋0・04　土5・8

2．9　　　44．4

＋0．06　　＋8．2

2．9　　　34．9

＋0・03　土6・5

2．9　　　53．2

＋0．06　　＋8．2

2．8　　114．1

＋0．06　＋19．1

2．9　　　48．2

＋0．04　　＋6．0

26．2　　　11．3

＋0．83　　＋1．58

25．4　　　11．1

＋0．56　　＋2．39

24．4　　　　8．5

＋0．31、一㌔　＋1．55

25．2　　　13．3

＋0．98　　＋1J31

20．9　　、24．7

＋1．07　　＋4．49

25．7　　　12．2

＋0．92　　＋1．74

16．8　　　　　－

＋2．38

16．1　　　　　－

＋0．56

12．1　　　78．3

＋2．15

19。6　　　79。エ

＋3．05

44．2　　73．9
＋7．85

17．6　　　82．5

＋2．58

注．　ヰ　本丸仲へ〇一ジ今恩

㌢発　つ緯チヤ（ことめ弓胚害し後の劇合



ノ咋

秀之一行II友　蓼曳き畑‡側芽繚去が後手　が髄肺の品官に乳ぼて詔等

食　油　号　　架拉描く　壊且払はて含頂号

処理㌔　毎痺
勧舶リ　朔窒リ　金碑

〔％）＊（仙骨）　は）（％ヂ

嬉封離リ　願妻リ

小才）　　仔）

酸媚

C　　　　64．0

D　　　　64．5

E　　　　57．2

G　　　　65．5

122．4　　　4．27　　33．3　　　63．7　　　2．22

128．7　　　6．85　　33．1

88．2　　10．06　　38．3

139．2　　　6．71　　30鳥8

66．1　　　3．52

59．0　　　6．73
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劣ま－ユーJ泉 がJ淡御苑β奉加利親率

に臥ぼ字音少額〔％）

匙‡里邑
次側側札瀞は券

1　　　2　　　3　　4　　5　　6

恕処理　100100100　86　4314

1歳遮光　100100　86　29　0　0

2枚迫九　100100　5714　0　‾0

達　‾4．料む潤へ〇一ジ拳玖



／埠

第3－ユー⊥泉　塩気がJ次虜慨室数（荊勃御衣のみ）

に臥ぼ寸刻等〔平均土∫・Å・）

処理直
＝凰永日粗笥日が

2

轟怨王里　　3．3＋0．42　4．7＋0．28　4．6＋0．30

1放逸兇　3．7＋0．42　4．4＋0．30　5．3＋0．21

2歳遮光　4．3＋0．36　4．7＋0．47　5．0＋0．58

注．康一　本史冊ヤージ参照
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劣j－j弓泉　土象7紗食草がJ加腹の励俊慄蜂凡呵拗取
巻長巾みた例枚絶島楓訂堀甥（轡士最・フ梱り

埠　　頭相手
J）女刷　胤韓ぺ

1　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　3

都酬摘蜂90竜　　　100　　　　　100　　　　　　10

（％）　60亀　　100　　　　　100　　　　　　0

90宅

60篭

埠錦城数

0．322＋0．0376

（100r

O．294＋0．0249

（91r

0．288＋0．0222

（100㌻

0．246＋0．0302

（85㌻

0．256＋0．0059

（100㌻

0．176＋0。0136

（69㌻

90等

最終毅
（…）　60宅

380　＋　69．6

（100手

266　＋　47．0

（70うー

408　＋113．8

．（100）

228　＋　47．4■

（56r

37．8＋　98．2

（100㌻

エ0．1＋　6。1

（27r

帝教　90宅　　2・9＋0・74　3・3＋0・67
60宅　　　　　3．1＋　0．57　　　　3．3　＋　0．95

‾■‾＝

90篭

帝圃長

（…つ　　60等

142　＋　51．2

（100r

88　＋　20．2

（＿62r

129　＋　43．2

（100㌻

71＋　15．1

（55㌻

注。（）内は90％星を／踊れ鋸中腹

米　歳入叡痩ヒ珂すう含水此ノ



ノ烏）

覿トj王友　工海賊痩せが処捉瑚事後卯的御放り

嵐微塩に乳ぼり劾瑠〔㌢士g・よ・ノれふ／β）

碩牒　土壌に甘辛

lンた榔斉を鞠軋

1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3

拍動枚
90宅

豊泉
乗物妻　60宅

11．15＋2．16

（100）

6．29＋2．19

（56）

9．27＋2．12

（100）

4．11＋1．19

（44）

0．55＋1．63

（100）

0．07＋0．09

（12）

再動私　90篭 4．03＋0．88

（100）

2．02＋0．46

（50）

2．91＋0．82

（100）

1．29＋0．38

（44）

14．15＋3．15

（100）

9．07＋3．04

（64）

10．17＋3．31

（100）

4．04＋2．23

（40）

0．11＋0．35

（100）

0．00＋0．00

（　0）

90亀

頒日放

魂物象　60亀

30．19＋3．64

（100）

15．60＋4．93

（52）

21．78＋5．84

（100）

8．16＋2．82

（37）

0．66＋1．99
‾二＝ここ

（100）

0．07＋0．09
一二二

（10）

注．亡）巾は90％at／β往した埠の確

弟　泉入鹿ト音に対す吉夢に軋
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鋸一j弓表　土噴水か含孝か処瑠観相の主星及び脚花嫁直

線こ尉官雪考智（〔叫1土∫・dリ明二両

碩旦　土劾がま隻　′′州誓丸　3

90号　　　　　692＋129．6

悌鯉肢　　　　　　（10百）

営為髄嬉6。篭　　625．103．。
（95）

腸収盆寛粥
90篭　　　　2987＋676

（105）

60篭　　　　2617＋739

（8百）

459＋96．0

（10百）

250＋25．6

（5貢）

395＋76．2

（106）

188＋57．4

（4百）

1497＋325　　1470＋247

（10百）　　（106）

787＋182　　　640＋231

（55）∴　　（4貢）

144＋72．7

（105）

53＋2工。9

（3亨）

350＋348

（106）

44＋　56

（1言）

蓮．〔）勘‡プロ％且も／州とした埠っ塩

㌣剋遽増車紆月食娩軋
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までlこあ＼＼、て、

峯⊥最上

／花易の密寄とと

融こと芝7二

L、ノ変事し

‾▼’▼’▼‾‾‾‾了一■▲‾‾＼‾…‾1、‾‾▼1‾

孝の‾ぅうでは王母音匝J‾‾豪は

と二賢享上手阜」で夏雲

しか‘し、

宮越く狸飢耳

安吾互

、手書孝女や、、‾

る・ここヒが希で

」了れた

覆す哀香車東麗i主う．十三一は養与姐三二五㌧二。＿＿＿′＿【

そこて、

汀侃」枚

音石盲二 有畜牽度し‡

料変寅を愛車玉

の姥の発音】耳糾持つryて＿席

筑波　人′芋
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孝三萄＝草薮直垂憂夏雲
生一長に及ぼ

十十●　●・・・イ・

∴■　　†・∴

に訪＼、－て、

：∴∴　十 の側及ぼ砿

刺及ぼ芳
一　　＿　＿　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　■－‾　‾

はぽとんと、生長

ヨ覇の催促
■　　　　　　　　●

し吾か

し長が、土柱が

上位ヵ＼妄【茅

妄垂重責ろこし甘舌

雪上三退く、ひ∵二二二

る壇賓だ短見を澄僻耳

萎二重肢や生長が二絹

うむグ｛＿豊座一座

であること■の

ケ主亮五亘亘主吏三要素打壊経を且毘畳、発令

吻吏壁給右足ダ
ヽ

ス′

督励級の′象尤水準軋蹄考

鉾が、そウ生長ド挺甘

二を友を二吏二三二子二弱

勃夜′へ むを桑の供

射撃を酪手串毎で、

痴努射放十重ij匪針を象j‾肇互碑膀両立澄
を、土峯の南側に毎けた 元卸】固持

十・い　　．；・　i

罰∴敲∴大∵辛



／宣㌻

∴・　　・∴　－、

う茅ヨ盈

●l・十二

短哀び強 豪を経直〕

攻上を▼五昼餐

目上∴、土

＿二＿＿．＿ヽ　＿＿＿＿　．r＿＿＿＿、＿、．一－　r

A．′∴王、l

よ、J叉

＿巧宣子〒フて

区おけj一室

後塵皇与i遍璧

虹そ旦婦長

」阜型阜山
一⊥　て一方＼－て、 どこ〆ル

Lkカニ生産後

巨二才童画宣77いγ′帯LL
一

　

　

，

むフ
ル

√仁打極痔運薙tして

ラ亙れ白を孝幸壬才亘密圭虜ヰ

周で嫡港を朽フた9年且つ処理率阜放け、A
置、β直見びこそは 耳前柚二位芝

まようにポットを置き二丁二元廃棄嶽夜伽且
鼠秀之二条に数年寺を亘を啓二え、‾‾舞不束亘乾布

筑波大辛



／すす

二二乙⊥二ノ且をC邑とし、A五・は尿

，た。一方、 P産は

茅午√2ノユ泉）

季長互れ壬よ

が享と倒ヒ位

鼠桁わ打か

・∴・1 に、思旦｝個

㌻′　′て を工∫晶　久W玖　P打。

乏し干。熱 ラムは像

州＝已十∈巨に

晋ヒ照

身低も潔や

芽室兢細線を南向き主上∴た〟＿A蓬

二三lこ宗、＼十て、 ；夏作三後ろ三

両耳細衡蕗唇辛斬亙っjjjす、＼
三水十の酬及り他畳の照 ヌ」

司軽度ナあフ圭。一し孝二し、

潅木紆老‾の二牽度ヒ

之華亘下す勘夜
オ皐方亘鬼女す百番－わ後にだフ【て右＼リ、下

j一三、し　茂　ノ、、ト
▲　－　　　　■　　．■



ノ壬7

但鼻盟扱軋旦讐

琵垂∃豪を拉澄旦盟

．　　」

く、＿黎

直‡連坐て

示こす葉

狐1－＿たJ

豪痢反古北向きとしモPZ工芸＼いては

賽昇シ、二男
′　て′　り

之一鍵腹壁触呈＿⊥也
∴∴㍉子一吉A z、j巨乙メー　レ　〔　ピー＼

で売っ　子㍉

夏1呈萱直垂

石三三本T．＿、＿ノ＿＿、＿＼＼ヽ＿、さ＿

フた（

しかし

はp老耳鼠」ホ∴′

午－2＝

手足謹呈）

びIcg

仁芦密言え穴三三才

∴∴、・1■＼

／冬）フ

長はA」直上

にみいて

害衰亡一章

、∴　∴．、・■・

一一　　　　　一・

〃＼かっ　た。

栗東素盤卑且＿1、

葉尿素数奇

β

哀
わ孜南射茅

簸泉衰孝養

耳乏‾‾と）司楚夜であ
∴
リ
′

淳二摺匪杢＿一審径扇動薮も

敢葬の南条疹みう

れ元亘㍉た9P居て鼻亨韓射扱班毎亨竺）に
馬＼－ては第2輯刺在か耳左や拍壷示｛∵茅ノ

帝桝軌‡A区よソ長々＼ら＿た9＿それ新二あ帝り

筑波穴　∫一一



／∫才

は　乏ヒ園嚢

区に右、いてl

選£ソ籍かかった（秦

互豊泉経過iみユ皇

ヱ三晶ユ＿L豊玉、

至且生乳⊥簸剋

午一一皐二j

土葬乳十、

た＿が、＿遭

茅ノ趣恢客長
ケーユー／

蓮主上」揖Li蛙卓二2

Aえでは

また、ロゼでは

かに・長＿十毘j

∴∴
．L大∵芋
Flノ・－



象ま鼻⊥教室長

豪産
密餌1施与塑 を憂蚕豆

に溝＼いては、

．芽の宣長」

仝Iく密
1、、十∴立

二千二て与二

ーこ大き＼、

重責膏圭触し＿た

蓬‾君択矩

こ七が示され毛か
＿＿▲＿＿＼＿＿＿＿▼、＿＿＿＿＿＿＿

削さ机モ偲

′　十　・

経過嘩

によう　て1

か庖密、に′フい

奮専元一

青竜画稿

珂毎二葵をき瑚

g▼　∴新

1史

郎

匝二転互蓼瑛二亘二
一一－

－－ 営し、

＿＿；七が養うれてJ＼一弓

よッ、オ‡三

丹卯年去月‾亘鱒二賽汲

▲

渡怒轟三桁也

筑波大辛



／

｛

レ

′
／
⊥

・・∴■－　∴ i三＿宜し）てL」、㌻

○それで丸棒‰）

重責二き二重

高遠瓦

川村．ケ細り鎖線

露．絶壁（卜J2　Pユ○ち

鼠株・考リ／聖」

と茎P．二イブ、

軋伊、ばの埠、そ

事変夏至東雲二亡云遜

夢j萄併倭、

皇庫呈上長上＿立夏

雨音も行った。昼餐
終にっいて、

牽虜頂 蒸‖壱匝瑳、i‾吾

し、他の了 へ、、ての牌

生して＿一ゝ旦圭

賂産後、家した勅屠り菱長吉麦飯を麹査

ぎj二腐東

尭産後如酢妻妾長打示攻上t薄哀巧
新芽を廃漬し封即秀幸し＿、上物未満のもの老

廃預レ花轟吏御者ヒL一五。側芽示登青し釆

筑波　ノ＼、J・
十　■　　　′　　＿‾



ラー」鼻

亘生壬梨劃登」

巨星上長。

至正二妄要撃

些覿食め空 机でれ（揮

それ射卜は何れっ

P、L／／えび げのp号に

声舞育「膏

延び、担光であフ」

先発責 ■、∵：■∴‥

LJJ及びγの

もでに煤豪

亘 万＼く

ばほとんど生長を

＼

しながフた。何

妄里に一おし－

後孝一長を尉超した。きた

鬼象に溝＼吉了でも二

壬＿＿＿一丸⊥埋 一　●　′

り発育重畳曹

の修i芽の鼠一夜ド叱して

外車二線二重 侃 た宗JUては、＿＿旦工．ユ良び＿汗斬り

座画百舌千位革新
が、 巨壬二豆斬寸座確で正三†王女二う元額面が丸

ら九拝かフた＿〔茅ケーj二一J写生図）0

筑∴美　人享



裏ケ砕　身索

の節免に囲＼）た にお＼、ては

／垂良が易ユ韓廟芽はせく休晩寸ま剣舞i

丁昌、手書琴でに妄

l・J∴　　二

痘二亡を哀哀
では、刺

・　　一　…　′　′

茎東二つ豪蓑♂〕敦

十　二、■・

芝ことlこよ つ ユ＿＿Li長後

二七才二でヱ長一＿。しかし、

の笠ご良」こ

要一ユ鼠。二これi＿禦

互展観＿ヒ主動経

丞二三二二重j三重

大き．二三フて

鼠旦三、適才、

・∴∴∵■・

して輝く

くりよナ打倒
乳

三二甘、二てf＝∴喜

竺＿鞄を拳固　軋フて＿ゝ＿）

ま工亡弟確寮された。

Aa王云＼‖七万寛之聯慨の素顔孝をあさ、

仁帝須磨Lよソ かつ美本、D直に葛＼立て亘第

2＿韓剰枚が第／簡和良‡ ＼

く
■

…か】短‥
リ
ノ 唱芽修努

筑波　大学



召す＿

′　　● われた ヽ

9　　　、－ ればD芝にあ、い

茅硝剋経
の書家よソ略ダフたこ

リ、あう老衰家老

＼、こ　ヒ

L U対症しても、

女来示彩響衰海豹
思し－1ゝ＿鳥工

に肯いて、

座乗メヾ見

仁一古＼＼

生する節の剰

ソ老後

星励ましと⊥一⊥L

ぼP、丁．

㍉　∵＼二、、、∴、言

％未満匡イ毎千丈

かし、PJ∴

匡轟歪亘二を

か存リ

∂ク光り 月

至蚕責葺庭

妾集葬瑚芽

軍港巨
ノが眩

呈
二
ガ

手みてこ、

のす二葉韓頒l

亘二発育豆鮭直訴、∂裏口痛iす、
転真言宗＼工「㍉言、イ

二吏妄言変青っ

れた。 ㌢葉韓

て

l

■

■

一

■

l

l

五
㌢

岬
十
か

”

　

l

カ＼ リ
ノ岸

細蓬を緒フ二子下妻

互促ド＿（－廿濁しすれば碑芯

痺再ttと㌻凄節帝位しっ
す耳ゆ与耳4万jサイ牒日、

阻甘十｛－1）＼

昔時㌢＿P、十よリノ碩下位に旦澄

壬

筑波　太宰



ゴミ、三吉、 鼻耳鮭蛙皇堕董

るニ　ヒがでそろ。

の五一友は、壬

里長里親坐した

上の季夏

芽の帝位

毎夜亘亘毒草亘周昼二二軋り

r了訂‾軒恵 されだが 1－たニー炎

を塞葬列芽は毎。夏雲妻担瑳
で、雇頭 耳鮭蛙拉冬空

三ヒ空木九三。

粟百号t

筑波大学



パケ∵

旭算；輝

陀幕僚

D邑第：姉

娘茅場

0　3　　6　　9　は　15　1g　21　2年　Z7　30

勉理経口数．

鼻キーえー1回　鰯鵬が勧坤及び算偶佃胤の生長lこ凰ぼ、錦輝

連　　AE：第摘南向き　　　p邑：孝之韓北向き



ノ鳥

0加

（
三
三
）
坤
醐
ぐ
密
事
↓
正
州
撃
等

0　　　3　　　6　　　9　　ほ　　15　　18　　21　　払　　27　　30

月い環■緩こ　日　数．

第4－3－1国　主墨田．3朝碩3東丘上での摘芯及び騎虎の側芽1個以夕匪1－

金側井簡如ヾ賭された側芽の生長lこ釘ま－サ影響



パ7

㈹

盲
阜
空
讐
晶
三
二
一
票
聖
華

0　　　3　　　6 9　　1之　1年　16　18

地　理　後　日　数．
え1　　払　　27　　30

第キー3－之図　主星門．7勘の第7集丘上での棉芯臥び稗史の側芽1個以外っ

合側芽簡恵が祓された側芽っ生長に軋ぽす影響



召ぜ

鼻4－3－3国　主茎RLll却9割懐丘上での鵡芯及び・特恵の
側芽1帽以外の金側芽除去が賭された側芽の粗に

艮lです新野



ノ，ヲ

第4－3一斗図　主峯P．工．15期の射線立上でち摘芯及び萄虔珊悌l佃玖和

合側手練まが残された刺芽の生長lこ乳lぎ朋〉響



ノ70

折目友謁謁豊2詣宗け潮路の師と
欄鋤．メ斬鮎 に甘すう割合〔％）

鼠　　　　　照度　　　　　l？え修

（Jx）　牛　　3　ユ 槻手製

秀之帝南画（付声）62000100100　67　42 24 24

如帯地向〔p）　60000100　90　46　58　25　25



／アノ

N
．
卜
T
＋
u
l
 
N
．
O
T
＋
T
T
 
O
．
卜
〇
一
十
m
寸
N
　
一
．
り
∞
　
＋
卜
の
T
 
T
．
心
の
十
〇
0
0
M
 
N
．
M
M
＋
爪
か
〔

T
．
M
　
十
m
　
　
5
．
m
　
＋
T
T

∞
．
u
　
＋
u
　
　
　
卜
．
卜
N
＋
0
0
T

∞
．
山
一
＋
0
0
　
　
の
．
一
l
＋
山
一

∞
．
T
卜
＋
N
n
 
T
．
芸
訂
卜
N
　
∞
．
N
芯
s
T
寸
　
0
．
m
寸
忍
等
香
華
十

N
．
T
u
車
卜
N
T
　
卜
．
冨
引
丁
荒
　
寸
．
M
∞
＋
l
T
M
寸
　
N
．
宗
忍
ヨ
二
簡
湛
ご

J
．
の
〇
一
十
0
0
寸
T
　
か
．
爪
一
一
＋
田
切
N
 
o
．
N
卜
＋
N
一
寸
　
5
．
0
の
＋
∞
0
寸

意

首

▼

　

△

針
鼠
嘩
　
J

恥
亙
鷹
　
山

や
馬
鹿
　
d

頑
減
食

至
　
幕
．
ぐ
　
轄
r
牽
　
喪
、

寸

　

で

厨
螢
蜜
畢
鯨

恕
■
穀

へ

等

ミ

ミ

十

l

…

〕

討

轟

汁

軍

票

一

意

壁

車

．

是

率

書

芸

頑

強

？

？

ヰ

聴



ノ72

額ナ一打泉　分化彼確り齢棚傍の発

音打乾性（鶴難路軋

珂すう倒芽が、生乳iL七個

降豹夢」合紗）

英理知　　輔●した側芽小幹也

F㌢∵揉　3　71115

3　　　100　100

7　　　100　100　100

11　　　　80　100　100　100

15　　　　40　100　100　100　100



／7j

ヒマに甘＼－＿＿て＿⊥＿＿＿遡

「私の個体ヒ、

つ　て＼、た。

土製上の千絃

が註化し、づ二

のか化状態は

が．炉化したイ屈路

花房分イこ にも＼いては

蟹から星也琴＿亘を＿2．三嶋に動産

オイ引き夏‾茎夏互射蚕豆変‾蕗

〕塊を緒らて一十十たa＿▼

…言草て宣

の、ほ

∋） 盈＿り」を▼空地二¶妄二2

軋阻堕覿l三盆亀壬る　こ　とが示された■。

ゲ叱前の．個終l二分亘て滝、

上衣象り二企些込
．

．

一

l

一

．．二の
附

｛
／
⊥

一
た
～

が、ほぼ

がか免して

房が化後の個体は萱

三．二よこ上製j、

堕真二務ま妄迂互

に新化 雲　ことが京で

二二第工務蕩憂夜前」三一鬼与り三」宣教
一一＼

亡た「モ新二概 甘例叱り噸

筑波大学



／プチ

嘘ユⅣユ＿圭

・∴十・・

′　　　■　　－

晦二Ll。
芽lま発責

登漬し、牌

恕鐘

周塵施主戯＿

し輌弟∴、し川勅の二長三」三 二言　j、二

巨を鼻j」組回

房は牡鹿

蒙の藍賓は上位野性と桑野てあソ
′　；i

軋上泉鼻廻

言古言亨二軒

髪妻は鰻

十・∴　一二二

妄⊥・了

遡こ象二王を。

準則旦j二二阜ヱ二

圭鮭が甘く洋つても

右＼いて祭事

j芽は、茅／花

＿り＿耳乾性を

示した。

初期」‡主←　▼　一一一・一一

一　‾’‾■‘‾▼

芝▼

土ヱ＿ゝ⊥た＿と

■

1

．

－

1

－

一

1

一

t

皿
牌

、、∴∴重し　∴

姓与り哀史に注して1風葬男鹿膏

毒す東食厳
、

茎勤＼

面言直i｛

物を餐二亘簸

㌣

　

　

　

ヽ

¶リ「
′
、
C

濁－て…エコ
J
■

享確軍融芽堵

利で

筑波　大学



ノア∫

′

ヽ

L′′香え

で荒したよ

試箆は上皮埠劉超過

舟し1ては＿＿－【ゝ▼1＿」＿七二二ヽ

三と貴重で芸ソ

‾王．＼メ、∵∴ 、　＿

風上軋っ

垂直直垂重責
∴・．‥’二l：

、長上克之

藍塾であうこと、

尉上玉兇」選空

く左＿石されま

ヱÅ」些一寸
′　　■　　‥

であ、蜂亘蓑
が食好一i 持ち古のヒ

製二L主動盈【巨主」¶＿旦j旦鹿旦12二ま＿
′　ヽ

の紛

未だ土茎稟

‘＼‾‾’‾‾・‾・、∵∵∴▼▼l‾‾ノー■

垂埠上、＿」鼠経

と髭を蕨がj摺麦
毎二重亘這うこて二も、

定を‾げそ一＼阜二（
夜転　生象り美 ー　′

手工十亘函主草薮亘1

物や多く4剰及
、
「
ノ

毎
…寛

2
ノ
山

†
畢

享子阜身左二王

筑波大学



耳う桑か＼う供

葦∋。しかし 発頭段帽がP．Ljに連耳3上
の′項Fが＼

麹旦腔経由象めてと存く化」・L埋

享亜主jAi思全

’若若頭

豪Z牽∋
笹薮金
吾禿て

主要±整

しく考プこした

∴仁㍉●． には、このよう

云転丸桑適乙を過した濱後だi享宣
痢かざ、

雇を宣哀慕動摩

′、∴＼－＼

をっぐち　こ　に

直して．＼、た。

よJ、堰

て＼、うような図億も

iたは土豪

聖痙戸の老害

長束に＿斉

菱鮎
十∴二、●

永与Zと宣言リ、日夏針子
′　　　′　7； 放ほと、強く

新夜亘覇で亘‾隻高速度

働盈且とイ鎮子

軋周二蓼茎与り

哀痛→ 丁＼

　

■

∬

　

一

－

一

l

一

「ど折

字音〕三吉モ二粛覿刺夜と亮

筑波ノミ芋



／→77－＿

が′上せヽ＼ のは、上イ連覇

物旦藍止ま圭±

Lj止る血一旦二王五経

二・∴∵・．．・

枚に比

正二．七によ

捏旦遽適奥を超

さら＿に、＝盤

して尤ノ合

・∴　■†・

・二・∴　二．

＼－た寄りと足

kL王」皇軍坦凰
二二三フ　て

う…とト、Tlう」こ一

わオしろ。
ll．ll▼‾▲一◆‾‾‾ヽ　▼‾‾‾▼‾Tl‾▼、‾‾‾

′

の麿頂カヾ確く

手鼻がう、ノ読替最の

しこ封じてを剋孝

主要葉ザ舅

家蚕互亘
←二：　　∴、・

を監ぼ耳こ拍ヾ髄奏され・た

動」こ詣＼、て、画澱毒茎′鼻房吉

尭合蘇護身

令疎産物巨押して南岸

耳ユ÷阜■＿＿憂さ二、当明
言
胆項劇及＿P．しき

適で
血

か
両

、
ワ

＼
一旦j声こ

泄

■

l

l

を孝｛径亘うーJj巨
か
二
の

軒享】‾索奄嘉秀哀

〔‾‾第才者丁∴t‾議了〔▲▲二

戸舞軽を行十二宣嘗

爽産物亘亘仁子奉養郷哀薄れ富士▼

筑波　大学



上狸‥

孝三－す元首て訝亘葦云

′　′　r　　′　7■三

鶴放資 覿！ ヽ
」

十
旦

帝不奉りすく、重要な蒔
を吐i象⊥奥鼻と

デ－「叩

のみでなく、宥／

宣教旦チ塵媛β

の兼互照

㌦‘十■‥・、

旦是身空

ケさせ、

‾一℃で了脚聞物

蛮正直壇車乗頭重哀蚕豆三夏蚕云

れ〆た。〈この
▲‾‾■‾‾‾‾ll　■l‾‾l▲‾‾‾’‾

勲智が、

番頭瓦

瑚農の発育

」ひ泉房の要蔀に村耳

痩藩薗亘蓮亘玉二ま

こ　とi干し、こマつ 壇上注邑

フ＿＿〟た】？

∈亘ヰ吏立至二郵政亘

奥に
小

数一
易旗

日
リ
ノ

‾　ヽ　　‾■‾　　　■　’　＼

響二仁二譲〕一三應薙封冬草圭影響

筑波大学



皇農地　一般に了枕
乾して

不風がその′担ヱ

享二重薮画面豆亘豆
＿－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝一一・一・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一－

分化がユ盈く」＿、塵う

利親げ上位

、柳夜の

嶋
、

■
l

枚
甘
酢
ハ

イ

宴羊状態

か一示すれた。

生産劾牽

基盤旦屋旦塑二 園と苫フて＼｝

枚の二変裏毛逸過てすると
■‾＼‾一▲‾‾‾‾‾▲＼二．’一▲‾「‾▲▲‾‾■‾▲‾

㌢牢＿i三

のためlこ

2花房の

百二千亘牽萄

lこ∴剰枚の

〆方法と

はて綾額刺枚の

乙慮旦堤屡二王透 しかし、

ヒ′者熱サ倉との＿風上二重⊥う▼些阜壁呈

イ泉のよう巨、執政数の増

了も牢でしニーなく、

如酢草に堕を増を

頭孝套 ±蜂に患碓直筆に

●　一　　　一

∴衡憂互重責を両夜鋳亙牽

Li【＿姓阜。

多重夏肇二妄二互亘蔓二手啓杏‾‾ざ‾▼‾左京玉串辛

を東泉少越jj二二二二二二二二

また、

て発■

齢乳新邸

索ヱ蓼率亨転妻

一十
＼

ヽ

ヽ＿

れた倒 を享商笹玉享フ

L〟磯吟＿亘を宣言新本

ば乾季〆高し、元函庁を亙手辣窄右手二親埠簸

一
－
一

－
一
j
↓
7
－

I
i
．
雪
，
．
・
・
■
1
．
．
⊇
・
1
1
－
－
－
1
1
1

筑波大学



ノ㌔∂

二輝度互忽せ眉江上迂
町
絶

凄＼巧の轟牙

磨たlこ藷葎

Li姐を竺＿

木酢餌 、

有季

室数Åユ毅庄勉上すまこ●とが＼

育子盲亘五番乗亘蓼夏蚕を享二互家

忘、いて、＿＿＿勃

蚕豆重要を紅ら互j二

は、造 夕＼う車孝！±

軒を亘二を増

奄る薙ぞ些環痩壬で竺葱

のため半

萎変転短垂迂二を畳字旦jj⊥⊥＿二

二重二蚕豆

筑波大学



ヒ　マl三甘言千束鼓互恵責

基質亘孝養左影饗土製

で射枚の分化乳

史線旦塑盤鼻息ぜ

寓であ一名ほう要さ 。そ　こ

発至上重

三こ宕てる

乞婿らた。1研

線も周

班馳姐旦也と軋

それぞれ東

基姪的鼻息皇

累壁として、

二巧⊥享宣

聖餐宜j
＿イ

主と＿して上追

妄経
〔絶椎の弓師軋長」呈」二

伊、発育

l▼＿　ヽ　　　＿　－　　　　　　　■　一　　、　－　　　　－　－－　　　　　　■－　　■－　　■、、　　　　　　一　　　　　一　L　、　　■　　　　　一一一一　　　　　　　　　　　　　　　‾‾　　‾‾　‾　　　　　　　‾

仰、＿＿塊thPJ t鵬乙）

l
バ
リn1． 阜X＿＼

注t互垂二二上寿痩風車

7才十ギン薙亘垂衷巨竜まを菓本番▼占東また

亘第㌢東まで如‾江寸を十二孝の夜享海橡l二

束立てはP．工．本土適瓦凄巨強引二五枚、フ＿十ノ

ヒシ線で木綿仁垂東女射全で桑扇分水凍速夫

蒜∴亮大学



ノ弁之

夏夏哀亮直 にお工、て

つ分化よソ 空空邁進る

第工花虜憂盃荊

鑑至を三二E夏茎

り側芽l蔓

分化＿し

3葬または与辟

虜のガ牝込

止j

豪夏空遥玉

ノフ橡向が

の分化後

山だ

州プロ，、 の分牝」につ

甘千校簡側

ま＿三二ミニ’み三

滝上超

化笑の増加骨、

痙覇重要亘至

イ則芽l‡

と、基

ほど等く

。しかし、簑‾～花房

剋募£j二重二分

あ十た ー＼、十°二∵㍉

÷二　三二、二七

二・三と儀真数了弓∵三ガ㌧フ二∴

新芽万香花夜t斥写｛吏腐音速亘帝毒す

頻れJ、上冊沃巨、

LjO仰の長さ巨

吏二三 文一 上土三幸モ ま

五十十万二（＿急速七生

ユ應虜を 生した小。

担う伸長が和則でれ

華
キ
J
J う刺身痩躯如さ東

宣」絡げゝその菟軸に第

筑波大学



ノ縛

つ　／、0

一▼

土茎上最上他覚臥び嵐上位葬儀リ

蘇とし、

了蓮稟重畳旦超し、＿刹窪葉は豪

L．P．工が

7両二義：＿＿’∴．＿．一一、＿∴＿＿I L！．▼＿＿＿ヽ

以上の

患旦抱座頭＿長二で

葉は確呼吸が2～ヰ軌告Ca

、二担趨担二つ二たわ

㌃盲‾溝板転透

泰議了三二‾哀れけり光全疾

、＼・十十工

また、葉衰老化耳

こ＿三、

ヰこら東が束ね〇四許q／緑二定であリ

八・・
1
－
－
L
r

■

主ELL¶

「
J

〉
T
⊥

占
r
‥

■

…

　

　

　

●

T
L

＼

身上？売化東です子鹿寺亨亘亨牙‾三‾一た三

瀬放P∴工．再＼らうま二子車重顛玉東、主音衷

寸

ア

ナ

ー

t

董

卓

壬

号

室

－
叫

筑波　大学



藍乗車哀哀五累一子ヱ◆▼

ヒ埋彗放熱‡ま茎象の藷二

家元二吏重二た。

1－たカし－＿－

亡亘主賓

桝及P．工。を且ヱ

最上確 ∴r　∴・∴

PJt二鼻血に一定＿与

が順路倉粗

i占めろ＿」＿！＿した。＿｛塵凰

三三P．王．

3までl

j二旦｝旦灸」

十∴、、こ；∴＼＼

て古さ．かフた

増加した

おいて

産劫の娯短さ

が、P．

しかし、剰

も過払封堂一旦奥庭迩二女基金

立夏二二＼、三二土方、二子

．旛クの亮責段軌こ

＼i十■・こ・・・・

∴㍉工∴∴

＿　声　　′　　　　′

且qi癖′孝▼互〕メサ巨木であフ
が＿退五芋

・十←∴．∴

フて盤毒確言、折

工た二子モ三顧這二宮呑二

菰速度も†増殖∵信二碑亘田．寺本うき㍉；射手て

薮しく葡示tた∴側転夏子仁～の
＼こ∴∴・＼

筑波ノく字



杢桑ユ＿ぬた叩。

三．鶴草丈妻

軋反 上
P
い
… 言　手車、

示宵前転瓦七宝二二重宝

巨象身 及び横手

王乳へ・書く喜子館＿ヒJG

化が芯

≒＿＿＿。しか

憂転蜃転を二

哀最短七五℃ぢ嘉

二は衣丁異類こ鶉勧

聖二しま

乱が適Å なフて

、盤」こ＿萎＿！果象仝＿＿重く

L⊥堕宴

むし」こ曳＿呈上

熟してゞ’てる

が風化した、巴は紐

な槻鼠か

と、象亮牽 は廿㌍二王盛土上玉一一＿卓

i二束薮哀哀亮二室牒垂敢亘多才吏豊本尊

軌叔〟∴う 克t玉等妻

杢五五なケ移動 ろ

¶
包
ト
m頭黎

ヽ

ヽ＿ Lが市で

4．東販寺吏亮凍高大互兄食感

郵政P．工．

守る穀倉

寝軒畑」衷亘等繚
産吻豆∴そ互東和芽束阜茎

3東のう与射乾す前垂下車東j至

ー

　

　

・

－

－

十

・

ぎ

1

1

　

一

㍗

＿一一＿」

筑波　大学



け占

ろ合音り7針㌧

二千宣誓二三、＼＼二

し圭＿月　しかし、

築j纂虜に董頗才る見合豪産
の密、土茎葉二重∃立3稟透ヾ

た。しかし、豊熟二亜

圭
／一

、

物は∴P。丁．J

皇選鮭漁ゴあユ血

こ／フ止して

言増如し、軋畏カ＼う主

＿拉電＿」」±牟

古．主茎糞、
一
の
ノ放

り
⊥

鼻イ

聾

廣十韓東本

最上盈

絵されろよう

よる供給

仁は第J亮

尭膏瓦亘塞二裏：壷登繁舌鼓i

萎二重 茎主l
草

′

－

－

J

去
月

年取の一変t覇確固、 亘手巨言軒十鉾細夜毎蘇

香辛料し‾亘正毅主賓東天与
＼ 扇紬良禽予行＿i

たが∴第i韓戻壬っ咄夜iこ五二五豆を主産寺
草葉王閲係黍雇主主王宮責写宮

筑波大学



／タ7

えミ言妻ホう　ここっ＼っ手。

準則放
態を悪化さ旦山∋

＼＼ろ二　Lが示

＼人、二一工、

上盤上fT＼【＿Å二＿ヱ1－ゝLJh

r寡雇う

軒篠し、

上して、土

L巨∴より、／

ご1軒芽盲番

0．＿＿－▼▼　＿．＿＿＿

転意王室肇も」

責鼓して、－うこと

Lはほレム七、酪＿杢二嵐jjみられ昼

去亘第工乳房の素数旦密

が、登無力ミ通産

‾花鼻の瞭

∴　■　二′　′、．

し、重責互表裏を不亘亘した

去宰上策頂

対しあまツ彰

．●．・∴∴；・J

鼠胤富、十はかったが、弱襲互

窺痩鮮卑ヵ

弱池持側杖の

反正薬物食を

如
き

鳳
÷
γ

高速衰

二寒亘享尭辞儀仮払ビ、

云直套軒示師直亘醸フ

筑波　大学



辛し二号リ、

護薬玉東上

せ、茅

′

ては、弱丁．1＿＿＿一二J＿＿‾ノ　＿＿Lヽ

昇虜。嵐物憂を著し

絹覚」による叔11枚または

ほ、泉貢言方＼、て

夏至を吐乳如鋸挺
長官訴素面

享、えこ三と、

・・・＼十㍉予、∴、‾

し′Jy　　つ

寂とづ＿せ．、塵にヱ昼垂

し虹王k＿二享 紅否‾吾丁を

、後恕り若無

土盛水分ええによる趣紬ま巨

かフ　た。こ

槻鼠に有＼、

ヨ二む竺一七易Jr．、

覿七二喪香れたこ

亡忘立上ユ展桑

互を頓才百密＼刷った。

痕韓をお嬢亘する二ヒ一、
【

、

」 の魔劇則放本選主

＿＿＝＝＝一一■■

平

窟

融和蔽う皇毒

ノt／　　＼

そ透＿宴

霧ラ紬倣り

が促遽言

に凍り

審
克

彦
九

本家藤で

筑波大学



う三＿＿▼上や＿一一二 函哀二二哀替玉上皇思え壬エ

空は＼、こLに

れた 0

をと南疫亘二〕二初夏互

萎三二線ュ木立埋

匪亡を∴ただ⊥
てはいた

妄敷き∃亘を議

；鈴が宜くて

チ雲葬側芽

二重＿旦摩、⊥多Å二左」

ヒマの個体当

ると共に、

豆び半

る生長を

「書手言三、：、三

十言＼・二・

ある。柳及っ発音の直垂は、

のか配詫週＿Lヱ

峯皐＿甲小泉象竺J粗宴二埋草rj

正1三丁二子二転艶こ屋

、
＼

東主産土工二転東本哀痘束室茎

ら軒家盲確二三三二迷妄ミニ主＿盲麗軒王手。

豊玉、光春武重池裾線車、∴牽壁泰丈乳→び二

ヌ」 互明ら座り；t

房っ孝無下亘

＼

】乳▼根号
▲

…
2
↓了

衡経互乗青二良心、真

東櫛廠王‾†㌃‾ろ老脊

筑波　大学



‥▲・・∴∴　∴

芋三貴享子
夢
二
仁

頭
】

琵 二重光卓二女王上玉

㍉こし膏キ工三千三草木

し、三二、で＼二リ

皇耳二LLL

∴■∴∵

は服IL符の

雪兇1＿劇楓壬－る

齢や刺

下く壷琴

′　一　一

t

とを画家
二　′■・一■1、－∴ ●1∵∴十∵；

こし葦、重く＿＿空家要塞＿妄動

。これうり新風且温孝がう繁華玉互
藩士の媛境

＼

老友不二勇に、

での素面こ釦きる増収堕街の

音質亮暮夜を鯉口匙ヒ ：∴‘l十

筑波大字



イヲ′＿＿

‾■－

－「＝■一 妄リ、貴誌

巌匹夢粂二毅

二、㌦∴∴十■

㍉「’・：′・

た。ま‾た、取」ソ

夏至二丈ご空転亮

鰻耳目こ窒

筑＿汲大望鼻面著者教授Ii廼榎茎重畳＿生二間敦

賂乾生、温び ド長府生孝如 工モこ二一

塑里｛ユニ鰭．竣定三二藁

翻意を 豪．しまブ 蔀凰些

末ノ軍務荏些素麺率土阻象塞

、∵二二　∵

」　　‾一一

亀カヤ塞硬変務登

速を干上、

司輩巨頭

連坐先皇、

久孝藩学離農督仝者匪菱

こ射て 立 窒喪主だ三一二理左ゴ葡青竜

変醇だ牽軒‡壬賓孝
奈義亘二を二±

、　　、、、

釦薫二か←虜
育夫草鞋耳、鹿渡を単の華物質節密室を

鞋豪産薦 ＼∴′言・モー ニ
ー

一

l

一

一

一

－
沓

こ　こI

摩
二
に

操‾亡立身｛旦オー、タ

樽をて

1

筑波　大学



ノア之

AddicottrF・T・and R。S・LYnCh1955・PhYSi010gY Of

Abscission・Ann．Rev．Piant Physi01．6：．211－238．

Biack．C．C．1973．・Photosynthetic carbon Fixation

in Reiation二to Net CO2’Uptake・Ann・Rev・・Piant PhYSi01・

24：253－286．

3．　B6hning，R／H．Tand C．A。∵Buとnside－，1956／The∴宅ffect・Of

‾▼　　　　‾√ん⊥‾▲・‘一一・．‾一▼‾‾■Ⅷ‾‾鵬－▲・．・一‾＋－．一一一・・‘一一一一血一・・一一　一一一一一〉【・一一Ⅶ－－W一・一一一一一▲・▲－　　一肌一〉　一一　一－一一一一一一一－．一一・一mm・〈【－－　－r■・－t一一‥一一　一・一一　一一一一■一一一・一一｝一一一　一、－－－一・一，W h一　一一一一・・・・・・一一一一ん仙一・・一一▲一・一▼・一丁一　・　・一一・・一1－－r一一一一▲一一一・一∴一Ⅶ一一　■Y－一一一一一・・・一一一一一　一〉　　一　一一　一一一一一一一一一叩一【

Light　＝ntensitY On Rate of Apparent Photosynthesisl　∴

．

　

：

　

●

　

t

．

、

．

▲

．

■

：

！

．

．

－

、

′

‥

．

．

，

－

．

■

▲

．

．

．

一

－

、

．

－

▲

．

．

・

．

．

－

・

・

1

1

・

－

・

－

－

■

■

l

二

一

誓

in Leaves‾of Sun and Shade P’lants．Amer・．．Jour．＿　Bot．

43：557－561．▼

4 Ericksoh，R．0．and F．J．Hicheiini1957．The Piastochron

＝ndex．Amer．Jour．Bot。44：297－305。

筑波大学



ノブj

5．・iEvanstL・T・r＝・F・Wardlaw and R・A・Fisher1975・＝＝n‖crop

PhYSi010gYH′　L．T．Evans（ed．），Cambridge Univ．press，

101－149

ンデ ソク　ス

，ついて．

プラス トクや

巨よま丸亀

旧作鼻乙毎：針一之上

・偶田且次　月碑∴ひまにあl

互埋敵＿毘i逆運

㌢：膵一之7．

の生長につ■いて。

I門与．休まにみ

皇旦1枚だうーひ、巨寛＿の生長七っいて二二腰

筑波大字



10・造田豪一　‾日韓．■ひまに分けヨ趨

転㌃富者千二夏至頭重紅二喪

拉3　－　日2∴

ll．　Hanada．K．1981．0n the Effects of Top－Pinching，Shading

and Antiauxin on the Growthlof Laterai Branches in

Castor Plants：Japan．pJ。一Trop．Agr．25：6－13．

∴ユ981・．■A・Proposaitfor an Zndex，■一’Growth’Rate

CoefficientM，＿aS＿a，Measure of the Growth，′Rate of Laterai

Branches；in Castorr／Piants∴Japan．▼J．一一Trop．Agrq・25：122－

・and，K．Oda1981；、Crop－Productionin North East　・、‥

Brazii‘Latin Amer．Studies　2：125－181．

田毅二 称え皐　月紅，＿杢、千旦ナl辛み

分虹密事短薮二韓吏怒肴痢極

∴亘軽嚢計軒了二元豆二亘鳥‾．

筑波大字



64・Studies on the Exp旦空室享9PHopk土ns′J．M．19

Leaf Surface・ZV・The carbon and phosphorus

Of aleaf．J．Exp．Bot．15：125－137．

Hsiao，T．C．1973．Piant Responses to Water Stress．

Ann．Rev．Plant Physi01．24：519－570．

17。　Hurhphries，E．C∴and A．W．Wheeler1963－■ ‾The Phys土0109y Of

Leaf Growth．Ann．h－、Rev。1Piant－PhYSioLi．14：385－410。

∴瑠弓手を封で：予甘手一膵甘．

蚕室画工申子頑

垂二着

’

／

′

b

■

7
′
わ
二

二
α
′
－
…

∫

一

一

一

一

■

カ
T

9
－
■

．

∫

－

一
二好

一

l

l

l

l

l

一

倒魁耳」頼工据わ
廟免∴策草薮＿＿＿＿湧拍潮

tこ

マレ

∴・寺∴

戚＿仁麟すう

を黍解身元寸亘

東キー郷里二亘序か仁攣プ戸隼

笛∴亮　大学



Jewiss，0．R．－andJ・W01edge1967・The Effect of Age on the

Rate of Apparent Photosynthesisin Leaves of T011Fescue

（Festuca arundinacea schreb．）．Ann．Bot．，N．S．31：661d

門占守．大豆の牌

∫教　場揮発

＼、て1．11ヨ棒線j伊：汁－90．

三二賛了

套l；＿プ

23。濫ing，R．W＋ン二・lF．Wardrow and”L．TT．Evans1967∴Effect of

AssimiulateJUtiiization on photosYnthetic Rate▼in Wheat。

planta＝77て261ここ27か．㍉血∴㌻㌻宗

24。JKittOCk．D．L∴and’J。H．Wiliiarhs．1968．1nfluehce of‾

■■■　　　　　　‾　　‾　‾　」■一一一一‾一・・一一一　　　　　　　　＿　　　　　　　、　　　－－　　　　　　　　　　　　　　　　　椚－▲1－－　　　　　　－　　　　－－　　　　　一一一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－■一　　　　　　　・－一一一一■－一　　　　　　　一一一－・一一一．　」　　一一一TT一一一一　　　　一＿■l】．■．．．．．．．l．．．．．．＿

PiantingLDate一〇n Certain MorphQiogiCai Characteristics

Of Castorbeans．Agron．Jour．、60：401－403・

香車を落二両巨木終車二審を

一
】 疫学函音素宣璃

ヲ二、†】▲▲」二二号∴？。

る卑寛三選薮
岬
　
二

】hレ韓
●

頼‾、沈・　ト　′・
J凡†一人　ノ＼　仁



ソjr…

田吉男・提奥藍を三亮譲二蛮

ト27。あーlIを却

にした水葬

■　　　　－

19∫？．

∴∴　∴∴　十　・鞄●

革に右、

猿画二亮頭

蕗薙薮痩せ項

吐息夏コダニ1撃

戸車‾丁子二‾射幸紐耳：

乙庄一ひtl

一　日リ

麗菜頭書．

昌之。タイ　のひき

折衷．熱草薮乳首

春風貪鱒二牲竺・
」骨＿担？二世仁．

藤東丁や二審亘麺観但澱蜘濁すろ
商窓∴劣れ牽紅∵痍薮左議長吏享紅玉一束ダニ

亘泰畠木蘭輝．射す緬衷三才二を竺

′r・へ一　∴l・

〟L，皮　大′了



＿ノ鍵＿…

Sawada，S．and M．Yamada1978．Characterization of the

Castor Bean Fruit as a photosYnthetic Organ．

Proc・Crop Sci・Soc・Japan47：602－608・

33．　Shibies，鱒．H．，＝．C．Anderson and A．H．Gibson1975．＝n．一Crop

PhY買主9主9gyl！，L．T．Evans（ed．）′　CambridgepUniv．press．L二二二⊥＿

pp．151－189

34．　Smillie，R．M．1962．PhotosYnthetic　＆　RespiratorY　　’34．

Activities of二Growing Pea Leaves．．－Piant Physi01．37：716梗
＿－　　　　＿＿＿・＿　＿＿＿　＼＿　＿　　＿　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　▼一二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　一一－一－　　　　　　　　　‾

721．

StOy′V．二1963．でhe
Translocation of the－C14－Labelied－Ⅴ

Photosynthetic・Products from・the Leaf、LtO the Ear’－in→

Wheat．PhYSi01・－Plant・．16：851－866・

36．　TakanoiY．and－S．Tsunodai971．Curviiinear Regression of

the Leaf PhotosYnthetic Rate on Leaf Nitrogen content

among strains of Oryza Species・Japan・J。Breed。21：69b76。

筑波　人　j・・



ノ門

Tanaka，A．1958．Studies on Pecuiiaritiesin the

PhYSi010giCai Processes of Rice Leaves in Each Position．

The assimiiative capacity ofieaves at eachleaf

POSition and transfer of assimiiationLPrOducts．Jour．Sci．

Soii　＆　Hanuギe（Tokyo）29：327－333

Tanaka，A．1961．Studies on the Nutrio－PhYSiologY Of

Leaves of’Rice’piant．．’J．Facui．Agric．Hokkaido Uinv．

51：450－550

TanakarA∴－aJldl・J．Yamaguchi－：：1972．．DrY Matt寧r Productioni

Yieid Cdmpo、nentS：－andL－Grairi Yie工dYof：the出島ize pi畠nt。・：

J．Facui．Agric．＿一軍Okkaido工Univ．ノ　57ィ　Pt．－l：7ir132．

40。　Thorne，G．N．－1963．Varietai Dif王erencesin photosynthes主s

Of Ears‥andIjeaVeS Of BerleY．Ann．Bot．，N．S．27：155－174．

些∴チ苅去来　車上府有本東谷蔽五線管互

産．屋腎壕．

筑波　大学



200

±軋二軋与．甘

三言〒卓． 一度塵蜃盈旦

∴　・：・■・■’・

一

　

●

コ
ノ

∴

43。　Verduin，J．1953．A′Tabie of PhotosYnthetic Rates under

Optimai卜Near－naturai Condition．■Amer∴rJour．Bot．40：675g

睦二二匹覧湛三　鶴亨．船種疫量り

姐重度理ヒその虎

「東 字　∴－ン∵

仁摩はi腹
ヒ若転ヰノ今

振云車重
軟骨上．

■Tj＿　二二・一

1、．・I

ユヲ十一■ユ叩

画幸徳二湧麺鋤指三二東面重奏

芦／ヾコ一夏㌻主食三 巨旦狂う【覚を

ク卑旦夕上世獲り＿猪を▼一一▼＿確幾㊥－目上うーlzう。ミ
l一　一　　　　一　　　　一　　　　　1－、　－　　　　　　－　－－1　一　・一　一一　　　　一　；

筑∴皮　大学



2∂／

47．　Yamada，N．，Y．Murata，A．0日ada andJ．工yama1955．

」二－　　　　＿

Photosynthesis of Rice Plant．Proc．Crop Sci．Soc．Japan

23；214－222

Zimmerman，L．H．1958．Castorbean　－　A new oil crop for

mechanized production．Adv．Agron．10：257－288．

筑波　大学


